
令和２年度北九州市立図書館の運営に関する評価について

「北九州市立図書館の運営に関する評価」の実施について

1 評価実施の趣旨
図書館法第 7 条の 3 の規定に基づき、市立図書館全体の評価を実施し、図書館運営の改善
を行うことで、市民にとってより身近な図書館を目指し、その利用を促すものとする。

なお、すでに指定管理者制度として評価を行っている地区図書館・分館を含め、指定管理者評

価制度との整合性を図りながら、市立図書館全体で評価を実施する。

2 評価実施の背景
（1）図書館法改正（平成 20 年）により、「評価を実施し必要な改善に努めること」が新たに明記さ
れたこと。

図書館法（平成 20年 6月改正）
（運営の状況に関する評価等）

第 7 条の 3 図書館は、当該図書館の運営の状況について評価を行うとともに、その結果に基づ
き図書館の運営の改善を図るため必要な措置を講ずるよう努めなければならない

（2）「図書館の設置及び運営上の望ましい基準」の改正（平成 24 年）により、「図書館サービスそ
の他図書館の運営の状況について自ら点検及び評価を行うように努めること」とされ、「図書館協

議会などにより第三者評価に努める」「インターネット等で、積極的に公表するよう努める」ことが明

記されたこと。

図書館の設置及び運営上の望ましい基準（平成 24年 12月改正）
第二 公立図書館、一 市町村立図書館、1管理運営
（二）運営の状況に関する点検及び評価等

1 市町村立図書館は、基本的運営方針に基づいた運営がなされることを確保し、その事業の水
準の向上を図るため、各年度の図書館サービスその他図書館の運営状況について」

（一）の 2 の目標及び事業計画の達成状況等に関し自ら点検及び評価を行うよう努めなければ
ならない。

2 市町村立図書館は、前項の点検及び評価のほか、当該図書館の運営体制の整備の状況に応
じ、図書館協議会の活用その他の方法により、学校教育又は社会教育の関係者、家庭教育の

向上に資する活動を行う者、図書館の事業に関して学識経験のある者、図書館の利用者、住

民その他の関係者・第三者による評価を行うよう努めるものとする。

3市町村立図書館は、前二項の点検及び評価の結果に基づき、当該図書館の運営の改善を図る
ため必要な措置を講ずるよう努めなければならない。

4 市町村立図書館は、第一項及び第二項の点検及び評価の結果並びに前項の措置の内容につ
いて、インターネットその他の高度情報通信ネットワークをはじめとした多様な媒体を活用するこ

と等により、積極的に公表するよう努めなければならない。

（3）北九州市立図書館協議会から答申された「これからの図書館サービスのあり方」（平成 28年 7
月）において、「開かれた図書館づくり」で運営に関する評価の実施を掲げていること。

その他報告⑤ 
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3 実施方法 
（1）対象施設 全ての市立図書館

※仮移転中の折尾分館を除く

（2）評価方法

ア 「基本的な方向性と目標」の達成状況の把握

イ 「これからの図書館サービスのあり方」の 5つの視点・50の施策の取組状況の把握
ウ 市民ニーズの把握（利用者アンケート等）

 「これからの図書館サービスのあり方」の 5つの視点ごとに、自己評価

 図書館法に基づく付属機関である「北九州市立図書館協議会」からの意見を踏まえた評価

 評価結果をホームページ等で公表

ア 改善すべき点の把握を行い、課題を整理し、課題解決に向けて何が必要かを検討する。

イ 検討にあたっては、図書館協議会の意見や費用対効果を考慮しながら、市立図書館

全体の視点で検討する。

4 スケジュール 
令和 3年 11月  令和 2年度の自己評価のまとめ

 図書館協議会に自己評価報告及び意見聴取

1月  ホームページに評価結果を公表 （予定）

現状分析 

自己評価 

外部評価 

公表 

改善 
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北九州市立図書館協議会委員 

区 分 氏  名 所属団体役職名 備 考 

学校教育関係者 

ほんだ ひさし 北九州市学校図書館協議会副会長

永犬丸中学校校長本田 壽志

うえみつ よしこ 北九州市学校図書館協議会会長

すがお小学校校長上満 佳子

とらたに こういち 福岡県公立高等学校長協会北九州地区

会長 福岡県立小倉高等学校校長乕谷 浩一

やました かずえ

（一社）北九州市私立幼稚園連盟理事
山下 一惠

なかしま とおる

公募委員
中島 徹

家庭教育の向上に

資する活動を行う者 

はらだ かおり

（一社）北九州市ＰＴＡ協議会副会長
原田 香

きたの くみ

（一社）北九州市保育所連盟副会長
北野 久美

おおした あや

（一社）北九州青年会議所常務理事
大下 亜耶

やまなか ひろとし

公募委員
山中 啓稔

社会教育関係者 

みやもと かずよ

北九州市社会教育委員
宮本 和代

くろだ みなこ

北九州市婦人団体協議会委員
黒田 美奈子

たなべ たけひこ

北九州市ＡＶＥの会事務局理事
田辺 武彦

あべ かずよ

北九州児童文化連盟副会長
阿部 和代

学識経験者 

なかお やすし

北九州市立大学図書館長
中尾 泰士

まつもと こういち

九州国際大学図書館長
松本 幸一
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北九州市立図書館の運営に関する評価

Ⅱ　令和２年度事業目標

１　図書館サービスのさらなる充実を目的に、障害者サービス・多文化サービスを強化する。
２　市民の課題解決支援を目的に、「健康・医療」「福祉・介護・年金」「仕事を進める上での能力アップ」の視点からのサー
ビスを充実する。
３　子どもの読書活動推進を目的に、子ども図書館を拠点として、学校関係者の人材育成支援・子ども司書などの養成に
取り組む。

Ⅰ　基本目標

Ⅲ　目標に対する達成状況と総合評価

１　これまでの図書館サービス（図書・資料の閲覧・貸出、レファレンス機能、情報サービスなど）をさらに充実させる。
２　市民が抱える課題の解決を支援する。
３　子どもの読書活動を積極的に推進していく。

1．図書館サービスのさらなる充実を目的に、障害者サービス・多文化サービスを強化する。
●中央図書館において、障害者向けのLLブック、朗読CDなどを充実させるとともに、郵送貸出対象となる視覚障害の等
級条件を緩和するなど、障害者サービスを強化した。
●中央図書館では「やさしい日本語」及び外国語の利用案内リーフレットの配布、「やさしい日本語」で書かれた図書資料
の収集など、多文化サービスの取組みを継続して行った。
●以上のことから障害者サービス・多文化サービスについて一定の取組みを継続出来た。

2．市民の課題解決支援を目的に、「健康・医療」「福祉・介護・年金」「仕事を進める上での能力アップ」の視点からの
サービスを充実する。
●市内の各図書館において、「健康・医療」「福祉・介護・年金」「仕事を進める上での能力アップ」の視点での本の展示を
行うとともに医療情報や健康に関するコーナーを設置した。また、令和２年度は新型コロナウイルスに関する本や免疫力を
上げる本など市民の関心の高い新刊本を積極的に購入した。
●複数の地区館で感染対策のため身体的接触がないように工夫して健康促進講座「セルフリンパマッサージ」等の講座
を実施した。
●コロナ禍により行事の開催回数は減少したものの、課題解決支援のための図書の分野別配架や資料の充実にも積極
的に取り組んだ。

3．子どもの読書活動推進を目的に、子ども図書館を拠点として、学校関係者の人材育成支援・子ども司書などの養成
に取り組む。
●図書・資料の学校への「団体貸出」や学校における読書活動や調べ学習の推進を図るための「学校貸出図書セット」の
積極的な利用を呼びかけた。
●なかでも「学校貸出図書セット」については、貸出件数が３割増えるなど、大変順調であった。
●また、秋に「子どもの図書館講座」を行ったところ、定員を超える応募があるなど、子どもが図書館への関心を高めるイベ
ントを実施することが出来た。
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【利用状況の変化】

【アンケートによる利用者満足度の状況（「非常に満足」・「満足」の割合）】

まとめ
●令和２年度は前年度から引続き、6月23日まで臨時休館となり、再開後も翌年3月31日までの間は1時間の開館時間短
縮を行った。
●しかし、臨時休館中も予約本の有料宅配サービスや臨時窓口での予約本の受け渡しを実施するなど一部の図書館
サービスを継続した。
●図書館再開後は、感染対策を徹底しながらイベントや講座を実施していたが、再度の緊急事態宣言の発出を受け、令
和3年1月19日から3月31日までの行事を中止せざるを得なかったことは残念であった。
●このような状況の中、施策評価では50項目（うち1項目は平成30年度完了事業のため、令和2年度評価対象事業は49項
目）のうち「大変順調である」のＡ評価が4項目（前年度19項目）、「順調である」のB評価が38項目（前年度29項目）、「や
や遅れている」のC評価が3項目（前年度1項目）「評価しない」が４項目（前年度0項目）となった。新型コロナ感染拡大の
影響を受け、A評価は大幅に減少したものの、全ての図書館が目標の達成に向けて努力した結果、概ね順調な図書館運
営を行うことが出来た。

※新型コロナウィルス感染症の拡大防止のため、令和2 年2 月28 日から5 月31 日まで、6 月3日から6 月23 日まで臨時
休館を行い、　令和2 年6 月24 日から令和3 年3 月31 日まで再開館後の開館時間短縮を行った。

 外部評価

Ⅳ　参考資料

　コロナ禍において、例年の取り組みを維持することも困難な中、オンライン研修への参加やバリアフリーに関する新しい
取り組みもあり、全体的に図書館運営は順調であると言える。内部評価では、過小評価が目立つが、図書館職員のモチ
ベーションを上げるためには積極的に評価することも必要である。
　積極的に事業に取り組んだ経験を、これからの図書館運営に反映させ、よりよい図書館になることを期待する。
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　＜評価の基準＞
A

B

C

D

-

※（　　　　）内は、前年度（令和元年度）の評価

方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

② （新）最寄
りの文化施
設の情報発
信

各図書館において最
寄りの文化施設の図
録や資料を設置する
など、文化施設と連
携した情報発信

●中央図書館では、文学館が発行する文学館文
庫や文学館主催文学賞の受賞作品収集や松本清
張記念館、美術館分館、芸術劇場などの発行する
出版物の収集を行った。
●子ども図書館では、松本清張記念館のカフェのメ
ニューを館内に設置するとともに、記念館のカフェ
では子ども図書館のノベルティを配付してもらうこと
で、相互のPRを行った。
●若松図書館では河伯洞、八幡図書館では響
ホール、八幡西図書館ではひびしんホールやこど
もの館、戸畑図書館では美術館、八幡南分館では
長崎街道木屋瀬宿記念館など、各館で最寄りの施
設の広報物を図書館内に設置したり、施設の催事
に連動して図書館行事を行ったりした。
●これらにより、最寄りの文化施設と連携した情報
発信を継続して行うことができたため、順調と判断し
た。

B
（A）

　北九州市立図書館では、「これからの図書館サービスのあり方」の中に示された５つの視点に立った取り組みを行っていま
す。
　その具体的施策５０項目の取組状況について、下記の基準を設けて評価を行います。

新たな取り組みが行われたり数値が伸びたりするなど、大変順調なもの。

●中央図書館では、文学館のリニューアルオープ
ンや火野葦平展に関連し、北九州市ゆかりの作家
の本の企画展示を行った。
●小倉南図書館では、松本清張記念館と連携し松
本清張に関する文学講座や松本清張ドラマの上映
会を開催した。
●八幡図書館では、北九州芸術劇場と連携した連
続戯曲講座を開催した。
●子ども図書館では、文学館の企画展で展示した
黒田征太郎氏の絵画を、乳幼児閲覧室に掲示し
た。
●他にも、各館において、自然史・歴史博物館、美
術館、文学館、漫画ミュージアムなど各種文化施設
の広報物を図書館内に掲示したりするなど、施設の
催事に連動した図書資料の展示を行ったりした。
●コロナ禍の中、文化施設でも休館やイベントの延
期・中止などがあり、積極的に集客を図ることができ
ない状況下ではあったが、図書館では継続して多く
の文化施設と連携し、情報の収集や発信に努めた
ため、順調と判断した。

B
（A）

①（新）文化
施設の情報
発信

文学館、美術館、松
本清張記念館などの
文化施設への来館の
きっかけづくりのた
め、文化施設の企画
展情報を発信

評価しない。

全く進展がなかったり、取り組みが行われていなかったりするなど、遅れているもの。

予定通りに進まなかったり、数値が下降傾向にあったりするなど、やや遅れているもの。

継続的・安定的に取り組みが行われたり、数値が一定水準で維持されたりするなど、順調なもの。

視点

1　多様な施
設とつながる
図書館

（1）文学館
などの文化
施設との連
携

内部評価

B
(B)
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

③（新）地元
ゆかりの作家
作品の充実

市民と子どもたちのシ
ビックプライドの醸成
を図るため、各図書
館や新設される子ど
も図書館での、地元
ゆかりの作家や児童
文学作家の蔵書の充
実、企画展示の開催

●中央図書館の特設文庫「松本清張文庫」、子ども
図書館の「本市ゆかりの児童文学者の顕彰コー
ナー」、小倉南図書館の「藤田博士顕彰コー
ナー」、若松図書館の「火野葦平コーナー」、八幡
図書館の「みずかみかずよコーナー」、戸畑図書館
の「宗左近記念室」など、各館において、地元出身
作家などのコーナーを設け、関連資料の展示を引
き続き行った。
●中央図書館の北九州資料室を中心に、利用の
多い松本清張作品の買替えや中村哲等最近注目
が集まっている本市ゆかりの人物の著作を購入す
るなど各館において福岡県・北九州市ゆかりの作
家の著作を積極的に購入し、充実を図っている。
●はじめての絵本事業に、引き続き地元出身作家
の絵本「あーそーぼ」を選定し、配布している。
●これらにより、地元ゆかりの作家の蔵書の充実と
顕彰が引き続き図られていることから、順調と判断し
た。

B
（B）

④（新）文化
施設とのネッ
トワークの構
築

文化施設とのネット
ワークの構築を図る
ため、中央図書館も
文化施設の館長会議
に参加

●各施設とは、個別に連携を行い、美術館のイベ
ントに合わせた関連図書の展示、文学館の情報提
供、子どもの館での出張読み聞かせ（アウトリーチ）
などを実施した。

B
（B）

（2）他施設と
の連携

⑤大学図書
館との連携

大学図書館とのネット
ワークの構築を図る
ため、
・北九州市立大学や
九州国際大学の図書
館との連携の充実
・市内にある他の大
学図書館との連携の
検討

●平成14年8月に北九州市立大学と、平成14年9
月に九州国際大学と、それぞれ連携協定を締結
し、継続的に相互利用を進めている。
●令和２年度は、新たに他の大学との連携協定締
結には至っていないが、福岡県のネットワークを利
用して図書の相互貸借を行った。

C
（B）

⑥大学との
連携

大学図書館との連携
に止まらず、大学教
員などを講師に招い
て、講演会や講座を
積極的に開催

●中央図書館及び小倉南図書館において、九州
大谷短期大学や九州女子大学からの図書館実習
を受け入れるなど、司書資格取得を目指す学生を
積極的にバックアップした。
●中央図書館及び子ども図書館では、九州国際大
学の学生企画である「うちどく（家読）推進プロジェク
ト」のフリーペーパーの作成に協力し、お勧め本の
紹介記事を提供した。
●八幡図書館では、北九州市立大学の学生企画
「子育てマップ」作成や九州国際大学の学生企画
「子育てコンサート」実施に協力した。
●コロナ禍で大学も通常の運営ができないような状
況下であり、図書館との連携も困難な面があった
が、学生企画への協力を行うなど、できる範囲で連
携に努めることができたため、順調と判断した。

B
（A）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑦ネットワー
ク（連携）機
能の充実

中央図書館が地区図
書館や分館へ助言や
指導を行い、市立図
書館のネットワークを
充実

●新型コロナウイルス感染拡大に伴い、全ての図
書館の館長が参加する館長会議を毎月開催するこ
とは出来なかった。
●一方、事件・事故・災害などの危機管理や市民
対応では、中央図書館から地区館への助言等を迅
速に行うとともに、情報を全館で共有してネットワー
クの強化に努めた。
●地区図書館の選書担当者が参加して毎週開催
する選書会議の場を活用して、新刊図書や推薦図
書に関する情報をはじめ図書館サービスに関する
様々な情報を全ての図書館と共有した。
●子ども図書館では、「子ども読書プラン」の改訂に
当たり、地区図書館へ適宜、検討状況を共有し、協
力を求めた。
●これらにより、中央図書館を中心とした本市の図
書館網をより強化することができたため、大変順調
と判断した。

A
（A）

（3）身近な
ネットワーク
の構築

⑧（新）市立
図書館にお
ける観光情
報などの提
供

市民と観光客を対象
にした、北九州市の
魅力発信を行うため、
・中央図書館では全
市の観光情報を提供
・地区図書館では周
辺地域の観光情報や
地域情報を提供

●若松図書館ではグリーンパークや高塔山のイベ
ントのポスター・パンフレットの掲示、戸畑図書館で
は戸畑区等の無料情報誌（歴史探訪等）コーナー
の設置を行うなど、各館において市内観光情報や
地域情報などに関するチラシ・パンフレットの掲示
やイベントに関連した図書の企画展示を行った。
●コロナ禍の中、観光産業自体が縮小傾向にあっ
たが、各図書館において継続して情報の収集・提
供を行い市の魅力発信に努めたため、順調と判断
した。

B
（B）

⑨ひまわり文
庫の充実

市民センターなどに
設置した、ひまわり文
庫の蔵書構成などの
充実

【ひまわり文庫の状況】

●令和2年度末に西部勤労婦人センターが廃止さ
れ、１か所減となった。（令和3年6月に八幡東生涯
学習センター尾倉分館に再設置）
●市民センター等担当者との情報交換、利用者か
らのリクエストや貸出し傾向等によってニーズを把
握し、利用が見込まれる図書の購入・配本に努め
た。
●他館からの管理換えや寄贈図書の受入れなどに
より、図書の再活用とひまわり文庫蔵書の充実に努
めた。
●貸出人数は前年度より減少、冊数は増加した。
●コロナ禍による図書館の休館中も、開館していた
市民センター等ではひまわり文庫が利用でき、市民
が身近に図書館の本を借りることができる場として
強みが発揮された。配本の充実にも努めた結果、
貸出者数は減少したが、貸出冊数は１割程度増加
したため大変順調と判断した。

Ａ
（B）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑩（新）貸出
文庫登録施
設数の増加

市民が気軽に本に接
する機会を増やすた
め、幼稚園や保育所
などの子育て関連施
設や病院、高齢者施
設などで利用されて
いる貸出文庫の利用
施設を増加

【貸出文庫の状況】

●令和2年度は、2施設で新設したが、3施設が廃
止され、前年度より1施設減となった。
●施設数は減ったが、新規設置のニーズには対応
しており、保育所・幼稚園・放課後児童クラブなど子
育て関連施設を中心に安定した利用がなされ、配
本数は増加したため、順調と判断した。

B
（B）

【外部評価】

地域活動の拠点施設である市民センターの広報誌に、ひまわり文庫が掲載されるなど連携が取れており、この具体的な取組
みのＡ評価は妥当である。文化施設との連携においては、イベントを通じて来館しやすい環境づくりがされており、もっと積極
的に評価してもよい。
また、来年度から高校では学習指導要領の改訂により探求型の学習が導入されるため、図書館の役割も重要視されると思わ
れる。大学との連携についても何か取組みが出来るのではないだろうか。

【内部評価の考え方】

新型コロナウイルス感染拡大のため、文化施設でも臨時休館やイベントが延期・中止となる中、図書館では継続して多くの文
化施設と連携し、情報の収集や発信に努めた。大学との連携では、司書資格を目指す学生を受入れ積極的にバックアップ
した。また、中央図書館及び子ども図書館では、九州国際大学の学生企画「うちどく（家読）プロジェクト」のフリーペーパー作
成に協力し、若者へのおすすめ本を紹介するなど新しい取組みも行った。また、図書館休館中も開館していた市民センター
ではひまわり文庫の貸出し実績が上がり、コロナ禍での強みが発揮されたことは新たな発見であった。これらのことから、順調
であると判断した。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

（1）レファレ
ンスの強化

①相談内容
のデータ
ベース化

これまで長年積み上
げてきたレファレンス
の事例に、多くの市
民が接することができ
るようにするため、相
談内容とその回答を
データーベース化
し、ホームページで
公開

●中央図書館参考資料室を中心に各館で受けた
レファレンス事例を国立国会図書館レファレンス協
同データベースに積極的に登録した。
●登録件数：令和元年　237件、令和2年　197件。
（平成30年以降毎年、新規登録件数多数や登録事
例の被参照件数多数等により国立国会図書館から
表彰を受けている。）
●登録したレファレンスの内容については、市立図
書館ホームページにレファレンス協同データベース
のリンクを貼ることにより、随時、最新の内容にアク
セスできるようにしている。
●これらにより、レファレンス事例の積み重ねに努
めるとともに、インターネットから容易にレファレンス
事例にアクセス可能な状態を作っていることから、
順調と判断した。

B
（B）

②レファレン
ス担当職員
の能力向上

図書館業務の基本と
なるレファレンスを担
当する職員の能力向
上を図るため、体系
的な研修を計画、実
施

●コロナ禍により、集合研修については外部研修
への参加、独自研修実施とも困難な面があったが、
福岡県立図書館主催のレファレンス研修会には複
数館から出席した。また、中央図書館では、外部講
師を招いてレファレンス研修を行った。
●国立国会図書館や文部科学省等が主催する研
修会等でオンライン（ウェブ会議方式や動画配信）
で実施されるものについては、移動を伴わずに受
講することが可能であり、各館の職員が視聴した。
●研修で学んだことを活かして、子ども図書館では
子どもが調べものをする際の手助けとなる「調べも
ののおてつだい」をホームページに掲載し、小倉南
図書館では昨年度に続き、項目を増やすなどパス
ファインダーの整備を進め、八幡図書館では郷土
資料の調査に役立つ冊子「郷土資料案内」の改訂
を行った。
●これらのことから、困難な状況下にあっても様々
な機会を捉えてレファレンス担当職員が研鑽に励
み、実務にも活かしていることから、順調と判断し
た。

B
（B）

③レファレン
ス用図書・資
料の充実

多様化・複雑化する
市民ニーズに適切に
対応するため、レファ
レンス用図書・資料を
充実

●各館において、各種レファレンス用資料（事典・
辞書類、図鑑、統計類など）の新規購入や新版へ
の更新、行政資料の寄贈受入れなどを行った。
●このことにより、レファレンス用資料の充実に努め
ていることから順調と判断した。

B
（B）

2　市民の課
題解決を支
援する図書
館

内部評価

B
(B)
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

（2）特色ある
図書館づくり

④（新）課題
解決支援の
ための分野
別配架と講
演会などの
実施

・標準的な配架法で
ある「日本十進分類
法」を基礎にしなが
ら、市民が抱えている
課題に対応するため
に、テーマごとに図
書・資料を並べたり、
特設コーナーを設け
るなど、市民が図書・
資料を探しやすいよう
な分野別配架の実施
・市民のニーズに応じ
て、「健康・医療」、
「福祉・介護・年金」、
「子育て・教育」など、
分野別に体系立てた
講演会や講座などを
実施し、市民の課題
解決を支援

●子ども図書館において、引き続き、
・平和学習コーナー
・読書感想文特設コーナー
・季節ごとの企画展示コーナー
・地元出身作家コーナー
・世界の絵本と地図のコーナー
など、工夫をこらしたコーナーを設け、子どもたちの
課題解決支援を行うことができた。
●子ども図書館及び各地区館・分館に子育て支援
コーナーを設置し、妊娠出産や育児・子どもの遊び
など関連本をまとめて配架し、利用しやすい環境を
整えている。
●中央図書館でガン情報コーナーを設置する等各
館で医療情報や健康に関するコーナーを設置して
いる。令和２年度は新型コロナウイルスに関する本
や免疫力を上げる本など市民の関心の高い新刊本
を積極的に購入した。
●その他、各館において、市民の課題解決に役立
つ特定のテーマ（健康・医療、高齢者向け、認知
症、ビジネス支援など）の資料を集めたコーナーの
設置や館内展示に取り組んだ。
●若松図書館や戸畑図書館では感染対策のため
身体的接触がないように工夫して健康促進に役立
つ講座（リンパマッサージ、リトミック）を開催した。
●コロナ禍により企画した講座を中止せざるを得な
いことが多い状況であったが、課題解決支援のた
めの図書の分野別配架や資料の充実などに積極
的に取り組むことができたため、順調と判断した。

B
（B）

⑤（新）地域
の特性などを
活かした図
書館づくり

特色のある図書館づ
くりのため、各図書館
が地域の特性や地域
住民のニーズに応じ
た図書・資料の配架
や講演会などを重点
的に実施

●門司図書館、若松図書館では、高齢者が多い地
域のため、高齢者が本を選びやすいよう配慮した
配架やシニアコーナーの設置を行った。
●大里分館、曽根分館、八幡西図書館では、子育
て世代や児童の利用が多いため、子育て支援関連
本や子ども向けの学習漫画やクイズ本などの収集
を充実した。
●その他、八幡図書館では製鉄所・世界遺産関
連、戸畑図書館では1960年代の戸畑区婦人協議
会による環境活動、曽根分館では地域に多い農業
従事者向けの園芸関係の本など、周辺の歴史や産
業に関連した図書の充実やコーナー設置を行って
いる。
●島郷分館では、併設の市民センタークラブ利用
者に向けた趣味コーナー（パソコン、ヨガ、絵画、写
真）を設置している。
●八幡図書館では参加者を少人数に絞って歴史
講座を開催した。
●コロナ禍により全体的に講演会や講座の開催は
困難であったが、各館において、地域の特性を活
かした資料収集や提供を継続的に進めることがで
きたため、順調と判断した。

B
（A）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑥（新）郷土
資料の充実

地域の歴史や文化を
次世代に伝えるた
め、地域の郷土資料
を充実

●子ども図書館が実施する「はじめての絵本事業」
に、引き続き地元出身作家の絵本「あーそーぼ」を
選定し配布した。
●各図書館において、購入及び寄贈により郷土に
関する図書資料の受入れを行った。
●八幡図書館で八幡製鐵所に関する資料の寄贈
受入を行うなど、各館の所在区の特色を反映した
資料の収集に努めた。
●子ども図書館の本市の産業や取り組みを紹介す
る「ふるさと発見コーナー」、八幡図書館の八幡製
鐵所関連コーナーなど、各館において、郷土の特
色や地元ゆかりの作家などを紹介する特設コー
ナーを引き続き設置し充実に努めた。
●これらにより、郷土資料の収集を着実に行うととも
に、市民に郷土の魅力を紹介する取り組みを継続
的に進めていることから、順調と判断した。

B
（B）

最寄りの文
化施設の情
報発信【再
掲】（視点1
②）

各図書館において最
寄りの文化施設の図
録や資料を設置する
など、文化施設と連
携した情報発信

地元ゆかりの
作家作品の
充実【再掲】
（視点1③）

市民と子どもたちのシ
ビックプライドの醸成
を図るため、各図書
館や新設される子ど
も図書館での、地元
ゆかりの作家や児童
文学作家の蔵書の充
実、企画展時の開催

市立図書館
における観
光情報など
の提供【再
掲】（視点1
⑧）

市民と観光客を対象
にした、北九州市の
魅力発信を行うため、
・中央図書館では全
市の観光情報を提供
・地区図書館では周
辺地域の観光情報や
地域情報を提供

コロナ禍では対面研修の参加は困難であったが、これまで参加が難しかった国立国会図書館や文部科学省が主催するオン
ラインでのレファレンス研修に積極的に参加した。また、研修の成果を活かし、子ども図書館ではHP掲載の「調べもののおて
つだい」を充実させ、小倉南図書館ではパスファインダーの整備を進めるなど、職員の能力向上に努めた。全体的に講演会
や講座の開催が困難であったが、課題解決支援や地域住民のニーズに応じた資料収集には引続き積極的に取り組んだ。こ
れらのことから、順調であると判断した。

【内部評価の考え方】

【外部評価】

コロナ禍でオンライン研修に参加し、研修の成果を出したことは大いに評価できる。
また、北九州市は５市合併という歴史的な背景から、区ごとに工業、商業、農業など特色がある。このことが各図書館の本の
配架にもよく表れており、誇れるものになっている。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

（1）子どもの
読書活動の
推進

①（新）子ど
も図書館の
整備

北九州市子ども読書
活動推進条例で定め
られた、子どもの読書
活動の推進拠点とな
る「子ども図書館」を
整備し、子ども図書
館にふさわしい図書・
資料を充実

●子どもの読書活動の推進拠点となる子ども図書
館の整備は、平成30年12月22日完了。

-

②（新）子ど
も図書館に
おける子育
て・家庭教育
支援用など
の図書・資料
の充実

子ども向けの絵本や
図書・資料のみでな
く、大人も利用でき
る、子育てや家庭教
育支援用の図書・資
料の充実

●子ども図書館の2Fに児童図書研究室を設け、引
き続き大人向けの図書を収集するなど、家庭教育
支援用の図書・資料の充実を図ることができたた
め、順調と判断した。
※令和2年度末蔵書数5,538冊（令和元年度末：
5,520冊）

B
（A）

③（新）「はじ
めての絵本」
事業の実施

出生前の早い時期か
ら子どもの読書に関
心をもってもらうた
め、母子健康手帳の
交付時に絵本を配布
する「はじめての絵
本」事業を実施

●出生前の早い時期から子どもの読書に関心を
持ってもらうよう、母子健康手帳の交付時に絵本配
布を行い、昨年度同様、99％以上の方に配布する
ことができたため、大変順調と判断した。 A

（A）

④絵本の読
み聞かせ、
おはなし会な
どの実施

子どもが小さいときか
ら読書に親しめる環
境づくりを行うため、
絵本の読み聞かせや
おはなし会などを実
施

●地区図書館及び分館で、新型コロナウイルスの
影響により回数は減少したものの、絵本の読み聞か
せやおはなし会を実施する（オンラインによる配信
を含む）など、読書に親しむ環境づくりを行うことが
できたため、順調と判断した。
【読み聞かせ・おはなし会実施状況】

B
（B）

⑤（新）図書
館における
子ども向け相
談窓口の充
実

子どもたちが調べごと
のために図書館へ来
た時、気軽に相談で
きるように、子ども専
用のレファレンス窓口
を設け、調べ学習な
どが行いやすい環境
を提供

●子ども図書館の受付カウンター2ヶ所にレファレン
ス窓口を設けるなど、各図書館で子どもの相談に応
じる窓口を設け、調べ学習などで気軽に相談できる
環境を引き続き提供できたため、順調と判断した。 B

（B）

⑥調べ学習
用図書・資料
及び「調べ方
マニュアル」
の充実

小・中学校と連携し
て、それぞれの児童・
生徒に応じた調べ学
習用の図書・資料や
調べ方マニュアルを
充実

●図書館ホームページに、調べ方マニュアルを掲
載している。（小学生・中学生向け）
●各図書館で、図書館の利用方法や本の探し方に
ついてのリーフレットやパスファインダーを作成した
り、既存の資料で内容を更新したものを、来館した
児童生徒に配布したりした。
●これらにより、調べ学習を支援することができたた
め、順調と判断した。

B
（B）

3　子どもの
読書活動を
積極的に推
進する図書
館

内部評価

B
(B)
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑦ヤングアダ
ルト向け図
書・資料の充
実

読書から遠ざかりが
ちな中・高校生のた
めに、ヤングアダルト
向け図書・資料を充
実

●子ども図書館では、
・ホームページに「ヤングアダルト向けのコーナー」
を掲載
・1F閲覧室にヤングアダルトコーナーを設置し、ライ
トノベルや自己啓発、キャリア形成に役に立つ図書
を充実するとともに、各図書館でも、ヤングアダルト
コーナーを設置し、同様の取組みを行うなど、ヤン
グアダルト層を取り込む環境づくりを行うことができ
たため、順調と判断した。

B
（B）

⑧家読（うち
どく）の推進

家庭教育向上の基礎
となる親子のコミュニ
ケーションづくりの手
段の一つとして家読
を推進するため、推
薦図書の情報提供や
家読コーナーを設置

●地区図書館、分館において、家読コーナーを設
置し、家読に適したおすすめ図書の紹介や展示に
取り組んだ。
●子ども図書館では、保育所・幼稚園、学校に配
布した「夏の読書カード」に、「家読にチャレンジ」と
いうページを設け家読の周知に努めた。また、館内
の特設コーナーに、読書カード及び発達段階に応
じた「おすすめ本」を展示した。
●これらにより、家読の推進を図ることができたた
め、順調と判断した。

B
（B）

⑨（新）地域
人材の育成

地域で読み聞かせを
積極的に行うため、
地域で活動している
団体などと協働して、
中央図書館や地区図
書館で研修を実施

●子ども図書館では、例年行っている読み聞かせ
ボランティアの人材育成を目的とした講座は、コロ
ナウイルスの影響により実施できなかった。
【講座実施状況】

―
（B）

⑩（新）図書
館職員の育
成

地区図書館で、読み
聞かせボランティアな
どを養成する講座が
実施できるような、図
書館職員のスキル
アップ

●子ども図書館では、福岡県立図書館など主催の
研修に職員が参加するなど、読み聞かせ技能など
のスキルアップを図ることができたため、順調と判断
した。 B

（B）

⑪（新）地区
図書館にお
ける区役所
や市民セン
ターなどとの
連携

図書館職員や読み聞
かせボランティアを市
民センターや地域の
子育てイベントなどに
派遣し、子ども読書
活動の推進につなが
る読み聞かせなどを
積極的に実施

●地区図書館において、引き続き、区役所との共
催イベント、区役所の「親子ふれあいルーム」や市
民センターでのイベントなどに、図書館職員や読み
聞かせボランティアを派遣し、読み聞かせやおはな
し会を行うことができたため、順調と判断した。 B

（B）

地元ゆかりの
作家作品の
充実【再掲】
（視点1③）

市民と子どもたちのシ
ビックプライドの醸成
を図るため、各図書
館や新設される子ど
も図書館での、地元
ゆかりの作家や児童
文学作家の蔵書の充
実、企画展示の開催
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

（2）学校に
おける読書
活動の支援

⑫学校向け
団体貸出の
拡充

小・中学校において、
学習の一助とするた
めに、図書・資料の
学校への貸出を積極
的に実施

●学校図書館教育講習会が中止になったため、学
校への通知文で「団体貸出等の学校向けサービ
ス」について周知し、積極的な利用を呼びかけた。
閉館している期間があり、貸出団体数は減ったもの
の貸出冊数はある程度の実績を残せたので、順調
と判断した。
【団体貸出利用状況】

B
（A）

⑬学校貸出
図書セットの
拡充

学校における読書活
動や調べ学習などを
推進するため、学年
別・テーマ別に選ん
だ図書・資料を学級
文庫や教材として使
用する「学校貸出図
書セット」を、より学校
のニーズにあうように
内容を充実

●「学校貸出図書セット」の内容を、学習指導要領
改訂に合せて更新し、希望の多い図書セットを増
設した。貸出件数が増えたこともあり、大変順調と判
断した。
【学校貸出図書セット利用状況】 A

（B）

⑭図書館司
書や読み聞
かせボラン
ティアの学校
などへの派
遣

図書館司書や読み聞
かせボランティアなど
を学校に派遣し、調
べ学習や読み聞かせ
など、読書に関する
取組みを支援

●新型コロナウイルスの影響で、閉館した時期が
あったことと、学校等が司書やボランティアの受入
れを控えたことで派遣件数は減った。ただ、派遣を
依頼してきた学校や子育て関連施設には、希望に
沿ったボランティア等を選び派遣することができた
ため、特に評価は下げず順調とした。
【学校等への派遣件数】

B
（B）

⑮（新） 学校
関係者（教
員、学校図
書館職員な
ど）の人材育
成支援

子どもに一番身近な
学校で読書推進活動
を行う教員、学校図
書館職員などに対し
て、図書館職員が専
門的な研修を支援

●学校図書館教育講習会が中止になったため、司
書教員や学校図書館職員に対して、図書館が行っ
ている学校向けサービスについて説明することがで
きなかった。
●市立図書館を学習に活用できる教職員を増やす
ために、学校向けサービスを分かりやすく紹介する
リーフレットの作成を行ったので、順調と判断した。

B
（Ａ）

⑯子ども司
書の養成と
活用

子どもたちの図書館
への関心や読書への
意欲を高めるため、
・図書館で働く司書
の仕事を学習する講
座を開催し、子ども司
書を育成
・その子ども司書たち
が学校で、読書活動
推進のリーダー役と
なることを目指す

●新型コロナウイルスの影響で、令和２年度は、「子
ども司書養成講座」を開催することができず、秋の
イベントとして「子どもの図書館講座」を行った。参
加を募ったところ、定員を超える子どもたちが応募
したので、順調と判断した。
【子ども司書養成講座参加状況】

B
（A）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑰小・中・特
別支援学校
児童生徒の
読書感想文
募集の実施

小・中・特別支援学校
児童生徒が読書を通
して得た喜びや感動
を文章表現すること
で、ものの見方や考
え方を深め、より豊か
な感性を育むことを
目的として、読書感
想文募集を実施

●新型コロナウイルスによる夏休みの短縮の影響
で、応募総数は3分の1になり、参加学校数も減っ
た。
●12月13日（日）の表彰式において、優秀賞の作
品を表彰した。当日は、感染対策を施し２部に分け
て表彰式を行った。
【読書感想文表彰実績】

●予想以上の学校が取り組んだが、出品数が大幅
に減ったので、やや遅れとした。

C
（B）

⑱小・中学校
との連携

図書館と小・中学校と
の連携を図るため、
図書館だよりの発行
や小・中学生の図書
館見学・職場体験の
実施

●地区図書館、分館において、毎月「図書館だよ
り」を作成し、近隣の小中学校などに配布した。
●小中学生の図書館見学や職場体験を受入れ
た。図書館の閉館や学校の校外活動自粛などの影
響で、見学等で図書館に来館する学校や子育て関
連施設が減った。
【見学及び職場体験実施状況】

●中央図書館において、展示スペースを学校図書
館用に確保し、小中学校の図書委員などが作成し
た本の紹介などの作品を展示した。
●来館する学校の数が減ったものの、厳しい状況
の中でも、図書館見学を計画する学校が考えた以
上にあったので順調と判断した。

B
（A）

【内部評価の考え方】

新型コロナウイルス感染拡大の影響で、絵本の読み聞かせやおはなし会などの開催件数は大幅に減少したが、オンラインに
よる配信を実施するなど、新しい取組みを行った。学習指導要領改定に合わせて「学校貸出図書セット」の内容を更新したと
ころ、コロナ禍においても貸出件数が大幅に増えた。その他、「子ども向け相談窓口の充実」や「調べ学習のための資料の充
実」「図書館見学・職場体験」などを感染対策に留意しながら継続して行うことが出来たため順調とした。

【外部評価】

学校をあげて「ビブリオバトル」に取組んでいる中学校がある。読書感想文の作成が苦手な生徒も多い中、生徒全員が１人１
冊の読書に取り組む様子は圧巻であり、大変感動した。「ビブリオバトル」は本に親しむだけではなく、プレゼン能力まで身に
着く大変有益な取組なので、子ども図書館が中心となり、学校と連携を取りながら市全体に広めてもらいたい。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

（1）情報化
への対応

①Wi-Fiの整
備

スマートフォンなど携
帯端末の普及が進ん
でいるため、図書館
のＷｉ－Ｆｉ環境を整
備

●中央・八幡・八幡西・小倉南図書館に続き、平成
30年度に開館した子ども図書館でも公衆無線LAN
を設置し、安定的に事業を継続したことから、順調
と判断した。

B
（B）

②中央図書
館、地区図
書館、子ども
図書館にお
けるホーム
ページの充
実

利用者が見やすく、
使いやすいホーム
ページとなるように、
・子ども図書館の開
館にあわせ、ホーム
ページを開設
・中央図書館や地区
図書館のホームペー
ジの見直し

●従前のホームページは市のサーバーと外部サー
バーを利用したページが混在するなど利用者が使
いにくい仕様となっていた。そのため、令和元年11
月に外部サーバーを利用した個別ホームページを
構築したことで、利用者の見やすさ使いやすさが格
段に向上した。令和２年度については、安定的に
運用したことから順調と判断した。

B
（A）

③郷土資料
のデジタル
化への検討

資料のデジタル化に
関する情報収集や研
修などを行い、郷土
資料のデジタル化を
検討

●中央図書館では、過年度に、所蔵する郷土資料
の一部（門司新報、福岡県布達集、小笠原文庫、
古地図、写真など）のデジタル化や民間団体と協力
したガラス乾板のデジタル化などを行い、利用者に
提供している。
●令和2年度は、中央図書館で、業務委託による小
倉藩関係や戦時資料のデジタル化を行い、自然史
歴史博物館による古地図のデジタル化作業への図
書館所蔵資料の提供（成果品は、今後博物館と共
同利用する予定）を行った。また、小型ブックスキャ
ナーを購入し、職員による資料デジタル化作業も行
える環境を整えた。
●これらのことから、郷土資料のデジタル化につい
て進展が見られたため順調と判断した。

B
（C）

（2）ニーズ
に応じた
サービスの
提供

④高齢者な
どあらゆる人
が利用しや
すいサービ
スの充実

バリアフリー化や大活
字本の充実を図るな
ど、高齢者を含め、あ
らゆる人が利用しや
すいサービスの充実

●中央図書館において、障害者就労支援施設の
協力による障害者サービス研修や、北九州市立点
字図書館と共同で読書バリアフリー法に係る研修
会を実施した。
●中央図書館で身体障害者向け郵送貸出の対象
者を拡大（視覚障害の等級条件を緩和）し、録音図
書の貸出を開始した。
●中央図書館では、「やさしい日本語」及び外国語
の利用案内リーフレットの配布や「やさしい日本語」
で書かれた図書資料の収集など、多文化サービス
の取組みを継続して行った。
●各図書館において、高齢者や弱視者も読みやす
い資料である「大活字本」収集の充実を図った。
●中央図書館、小倉南図書館、八幡図書館では、
館内に拡大読書機を設置し、各館において拡大鏡
やリーディングトラッカーの館内貸出、コミュニケー
ションボードの設置等を行っている。
●各館において、障害のある方に配慮した資料
（LLブック、点字絵本、朗読CD、手話付きDVDな
ど）の収集を行った。
●各館において、外国語資料の収集、提供を行っ
た。
●子ども図書館では、寝ころびスペースやベンチな
ど多様な閲覧スペースを提供した（コロナ禍で一部
使用中止）。
●これらにより、高齢者などあらゆる人が利用しや
すい図書館サービスの充実に継続的に努めたた
め、順調と判断した。

B
（A）

4　誰もが使
いやすく、人
や情報が交
流する図書
館

内部評価

B
(A)
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑤子ども用ト
イレや授乳
室の設置

子どもと一緒に利用
しやすい図書館づくり
を目指すため、図書
館整備にあわせ、子
ども用トイレや授乳室
を整備

●子ども用トイレや、授乳及びおむつ替えができる
赤ちゃんの駅を引続き適切に管理したことから、順
調と判断した。

B
（B）

⑥（新）図書
館以外での
本の返却

利用者の利便性の向
上を図るため、駅など
図書館以外で本を返
却できるように、返却
ボックスを設置

●小倉駅構内及び黒崎駅に隣接するコムシティ入
口の2ヶ所に返却ボックスを設置（平成29年7月）し、
年末年始を除く毎日、利用に供している。
【返却ボックス利用状況】

●令和2年度は、前年度に比べ利用数は減った
が、その減少率は、図書館全体の貸出冊数の減少
率と同程度である。
●コロナ禍による臨時休館等の影響で貸出冊数そ
のものが減少している中で、返却ボックスは一定の
利用があり、非来館型のサービスのひとつとして利
用者の利便性向上に寄与していることから、順調で
あると判断した。

B
（A）

⑦ＣＤ、ＤＶ
Ｄ資料の貸
出とその充
実

図書館整備にあわせ
て、市民から要望の
あるＣＤやＤＶＤなど
視聴覚資料の貸出
コーナーを設置

●平成24年度以降、各地区館の新設・改修などに
併せて、視聴覚資料（CD・DVD）の貸出を行える館
を増やしており、令和２年度末現在、中央図書館、
子ども図書館、地区館4館（小倉南、八幡、八幡西、
戸畑）で館外貸出や館内閲覧の利用に供してい
る。
●特に子ども図書館では、家族や友だちと一緒に
視聴できるスペースの確保も行っている。（令和2年
度はコロナ禍で使用中止）
●令和2年度はコロナ禍の中、長時間滞在となりや
すいCD・DVDの館内視聴は中止した。また、臨時
休館等の影響により館外貸出数も減少した。
●一方で、CD・DVDの購入は従来通りに行い、資
料の充実に努めた。
【CD・DVD貸出所蔵点数（全館計）】

●視聴覚資料の活用については十分に取り組めな
い状況であったが、資料の充実には着実に取り組
むことができたため、順調と判断した。

B
（B）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑧学習活動
の場、設備、
図書・資料な
どの提供

読書会や郷土史会な
ど、市民の学習活動
を推進するため、図
書館の施設、設備、
図書・資料などを提
供

●中央図書館、小倉南図書館等で小中学校児童
生徒の作品展示、調べ学習に役立つコーナー設
置、資料リスト作成などを行った。
●中央図書館、小倉南図書館、八幡図書館、八幡
西図書館で司書課程の学生の実習やインタビュー
等に協力した。
●各館における読書会等への活動支援について
は、コロナ禍により図書館内での会場の提供ができ
ず中止とした館もあるが、例年に比べ実施回数を減
らしたり資料提供のみ行ったりするなど、できる限り
継続して取り組んだ。
●子ども図書館では、見学等で来館した学校の児
童・生徒に対して、図書館利用の学習を行った。調
べ学習に使う図書資料に関する相談を受け、資料
の紹介や提供を行った。
●八幡西図書館で黒崎まちゼミ実行委員会と連携
して広報協力や書架特別展示を行った。
●コロナ禍により事業規模は縮小せざるを得ない状
況であったが、継続して市民の学習活動に対する
支援に努めたことから、順調と判断した。

B
（B）

（3）親しみ
やすい図書
館づくり

⑨（新）くつろ
いで読書の
できる環境の
充実

・カフェテリアを設ける
など、くつろいで読書
ができるように図書館
の読書環境を整備
・カフェテリアが街の
にぎわいづくりに寄与
するように、イベントな
どの企画を検討

●八幡西・戸畑・中央・小倉南図書館内のカフェの
運営を継続した。
●しかし、新型コロナウイルス感染拡大による図書
館の休館期間中はカフェの休業を余儀なくされた。
●子ども図書館内のリフレッシュコーナーについて
は、図書館再開後も閉鎖中である。
●カフェについては、席の削減、換気対策等の感
染対策を実施の上、営業を再開し、来館者にくつろ
げる場所を提供した。
●イベントなどの企画は実施することが出来ず、こ
れらのことから、予定通り進まなかったと判断した。

C
（A）
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

⑩（新）市立
図書館への
来館のきっか
けづくりの提
供

これまで図書館に来
ていない人が来館す
るきっかけとなるよう
に、図書・資料の配
架や開催する講座、
イベントなどを見直し

●中央図書館では、コロナ禍による休館（予約本の
受取り等限定的サービスのみ提供）中に図書館
カードの郵送交付を臨時的に実施し、図書館の新
規利用を希望する市民に対応した。
●子ども図書館では、読書履歴を記録する「読書
通帳」の運用を継続した。
●八幡図書館では、近隣の公共施設や店舗と協働
したイベント「やはたアートフォレスト」の開催により、
図書館を含めた地域の回遊性を高める企画を実施
した。
●八幡西図書館では北九州フローリスト協同組合と
連携し、ロビーでの飾花協力や関連図書の展示を
行った。
●その他各館において、近隣の自治会との協力に
より図書館だよりを回覧したり、小中学校・幼稚園・
保育園、病院等各種施設に図書館だより、新刊案
内、行事チラシ等を設置したりして広報に努めた。
●コロナ禍の中、イベントの実施は困難であった
が、広報活動に努めるなど、来館を促進する取組
みを継続的に行ったため順調と判断した。

B
（A）

【内部評価の考え方】

【外部評価】

中央図書館において業務委託により小倉藩や戦時資料のデジタル化を行い、また、小型ブックスキャナーの購入により職員
によるデジタル化作業を行う環境が整うなど、郷土資料のデジタル化について進展があった。中央図書館では障害者サービ
ス研修や点字図書館と共同で読書バリアフリー法に係る研修を実施するなど、高齢者などあらゆる人が利用しやすいサービ
スの充実に向けた取組みを実施した。他にも録音図書の貸出しの開始や休館中に図書館カードの郵送交付を臨時的に実
施するなど図書館の利用者拡大につながる取り組みを行ったため、順調と判断した。

これまでC評価だった郷土資料のデジタル化が進展し、今回B評価となったことを評価したい。
また、バリアフリー化については、対面での研修が出来なかったものの、録音図書の貸出しの開始や大活字本の収集の充実
などの新たな試みを実施しているので、図書館職員の意欲向上のためにもっと評価してもよいのではないか。
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

①読み聞か
せボランティ
ア養成講座
の充実

読み聞かせボラン
ティアの専門性を高
めるため、ストーリー
テリングやブックトー
クなどの技術を学ぶ
講座を実施

●子ども図書館において、子ども図書館では、例年
行っている読み聞かせボランティアの人材育成を目
的とした講座は、コロナウイルスの影響により実施で
きなかった。 ―

(B)

②図書館ボ
ランティアの
育成

市民が図書館運営の
担い手となるように、
図書館において館内
案内や配架などの図
書館業務を行う図書
館ボランティアを育成

●例年、中央図書館で図書館ボランティア養成講
座を開催し、ほとんどの終了者は、希望の館におい
てボランティア活動に参加しているが、令和２年度
はコロナ禍により養成講座を中止し、ボランティア活
動も全館で中止した。
●ボランティア登録者数（令和３年度に向けた活動
継続希望者）は前年度末よりも減少した。
【ボランティア養成状況】

●コロナ禍により年間を通して事業が実施できな
かったため、評価判断を行わないものとする。

―
（B）

③（新）ブック
ヘルパーの
人材育成支
援

学校図書館で図書・
資料の整理、補修や
読み聞かせなどを行
うブックヘルパーが活
動しやすくなるよう
に、図書館職員が研
修を支援するなど、
学校における読書活
動に協力

●新型コロナウイルスの影響で、ブックヘルパー研
修（10月）と、学校における読み聞かせボランティア
研修（2月）が中止となった。
●学校図書館ボランティア等の育成支援を行うこと
ができなかった。
【ブックヘルパー研修実施状況】 ―

（A）

④読み聞か
せボランティ
アバンクの充
実

読み聞かせなどを希
望する子育て施設や
学校に対し、ボラン
ティア情報を迅速か
つ的確に提供するた
め、
・読み聞かせボラン
ティアバンクの充実
・地区図書館ごとのボ
ランティアバンクの設
立の検討

●地区図書館や学校などで活動する読み聞かせ
ボランティアの情報を、引き続き、各地区図書館と
共有するなど、子どもの読書活動推進のためのネッ
トワークの維持を図ることができたため、順調と判断
した。

B
（A）

地域人材の
育成【再掲】
（視点3⑨）

地域で読み聞かせを
積極的に行うため、
地域で活動している
団体などと協働して、
中央図書館や地区図
書館で研修を実施

（1）ボラン
ティアの育
成と活用

5　市民参画
型図書館

内部評価

B
(A)
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方向性 具体的取組 事業概要 取組状況
内部
評価

視点

（2）開かれ
た図書館づ
くり

⑤時代に即
した図書館
づくりを推進
するための
図書館協議
会の充実

多様化する図書館へ
のニーズに対応し、
効率的で効果的な
サービスが提供でき
るように、図書館協議
会の充実に努め、時
代に即した図書館づ
くりを推進

●これまで以上に自由闊達な議論が展開される図
書館協議会とするため、
・北九州市立図書館の状況をより深く知ることを目
的に、図書館協議会を地区図書館を会場に開催
し、会議終了後には施設見学を実施した。
●新型コロナウイルス感染症の影響もあり、前年度
以上の取組みは出来なかったため、現状維持レベ
ルとした。

B
（A）

⑥運営に関
する評価の
実施

図書館運営に関する
評価を行い、広く公
表するとともに、運営
の改善を実施

●平成25年度から図書館評価制度を導入し、市の
ホームページに掲載するとともに運営の改善を進め
ている。
●特に、令和２年度は前年度までに図書館協議会
や教育委員会会議からいただいた意見を参考に、
図書館の基本目標に対する達成状況と総合評価
がより分かり易くなるよう、図書館評価のやり方その
ものの抜本的な見直しに取り組んだことから、順調
と判断した。
●一方、図書館運営・評価については、PDCAマネ
ジメントサイクルの結果がわかりづらいとの声もある
ことから、更なる改善に努めたい。

B
（B）

【内部評価の考え方】

【外部評価】

図書館ボランティアについて、新聞・雑誌コーナー等でＰＲして、図書館を多く利用している男性層にも参加を促すような仕
組みを考えてはどうか。
また、ブックヘルパー研修については、例年希望者が多いにも関わらず、1校で1人も参加出来ない程なので、家庭からオン
ラインで参加出来るような仕組みなどもあるとよいと思う。

新型コロナウイルス感染拡大により、読み聞かせボランティア養成講座、図書館ボランティア講座、学校図書館で活動する
ブックヘルパー研修等が中止となった。そのような状況ではあったが、読み聞かせボランティアの情報を子ども図書館と地区
図書館で共有するなど、子どもの読書活動推進のためのネットワークの維持を図った。また、図書館協議会では活発な意見
交換が行われたため順調と判断した。
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令和２年度 

北九州市立図書館の利用に関する 

アンケート集計結果報告書 

北九州市立中央図書館 
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 北九州市立中央図書館では、市内１３図書館を対象に、令和２年１１月

１日（日）～１２月２７日（日）まで、「北九州市立図書館利用者アンケー

ト」を実施しましたので、ご報告いたします。 

 このアンケートは、図書館を日頃どのようにご利用いただき、どのくら

い満足していただけているかを伺い、今後の図書館運営の参考にさせてい

ただくことを目的に実施しました。今回の貴重なご意見を基に、更なるサ

ービス向上に努めてまいります。 

目  次 

   １ アンケートの概要            ・・・・・・・ Ｐ１ 

    ・調査の概要               ・・・・・・・ Ｐ２ 

    ・アンケート調査票            ・・・・・・・ Ｐ３ 

   ２ アンケートの集計結果の分析       ・・・・・・・ Ｐ７ 

   ３ アンケート集計結果（実数）       ・・・・・・・ Ｐ１２ 
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１ アンケートの概要 
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調査の概要 

（１）調査の目的 

     図書館の利用実態及び利用者への満足度を把握し、今後の図書館運営等に 

反映させることによって、サービスを向上させる基礎資料とすることを目的 

とする。 

 （２）調査の対象 

     市内１３図書館（中央図書館、子ども図書館、６地区館、５分館） 

     ※仮移転中の折尾分館を除く 

 （３）調査方法 

     利用者の無記名による自主記入、回収箱への投函による回収 

     ※配布数 中央図書館・子ども図書館・地区館：各２００枚、分館：１００枚 

 （４）調査期間 

     令和２年１１月１日（日）～令和２年１２月２７日（日） 

     ※新型コロナウイルス感染症対策として滞在時間の短縮等を行っていたため、 

      例年１か月間程度のところ、２か月間の実施とした 

 （５）調査項目 

別紙「北九州市立図書館利用者アンケート」のとおり
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利用した日（   月   日）  

＜皆様のご意見をお聞かせください＞ 

いつも〇〇〇図書館をご利用いただきありがとうございます。恐れ入りますが、図書館について、 

皆様のご意見をうかがいたく、アンケートにご協力をお願いいたします。 

◆ 問１から問１０までのあてはまる選択肢の数字に○をつけてください。 

 [問１] あなた自身についてお答えください。 

（１）年齢 １ １６～１９歳 ２ ２０代 ３ ３０代

４ ４０代   ５ ５０代 ６ ６０代 ７ ７０歳以上

（２）図書館を利用する回数  

１ ほぼ毎日 ２ 週２回以上 ３ 週１回 ４ 月２～３回

５ 月１回 ６ はじめて   

（３）図書館までの主な利用交通機関は何ですか。（主なもの１つだけ） 

１ 徒歩のみ ２ 自転車 ３ バイク ４ 自家用車 ５ ＪＲ

６ モノレール ７ バス ８ タクシー ９ その他（        ）

（４）自宅から図書館までの移動時間は、以下のどれに当てはまりますか。（(３)で選んだ交通機関で） 

１ １５分未満 ２ １５～３０分未満 ３ ３０分～１時間未満

４ １時間～１時間３０分未満 ５ １時間３０分以上

（５）お住まいの区 

１ 門司区 ２ 小倉北区 ３ 小倉南区 ４ 若松区 ５ 八幡東区

６ 八幡西区 ７ 戸畑区 ８ 市外

 [問２] 図書館を利用する目的は何ですか。『３つ』以内でお答えください。 

１ 気晴らしや楽しみ、娯楽や趣味のために、本や雑誌を借りて読む

［例：自宅や通勤途上などで読むために、本を借りる］ 

２ 本を読んで知識を得たり、考え方を学んだりする

［例：日常のふとした疑問を図書館の資料で調べたり、勉強する］ 

３ 特定の問題を解決する

［例：学校や職場の課題のための資料を読んだり、実用書を借りる］ 

４ 学習室で勉強する

［例：静かな場所で集中して学習に取り組む］ 

５ 読み聞かせや講座等の催し物に参加する

［例：読み聞かせの方法を学んだり、親子で楽しい時間を過ごす］ 

６ 調査や本の利用方法について、適切なアドバイスを得る

［例：職員に適切な資料を探してもらう、調査・相談サービスを利用する］ 

７ その他（                                ）

 [問３] 図書館にはあなたの読みたい本はありますか。 

１ 非常に満足 ２ 満足 ３ 不満 ４ 非常に不満 

 [問４] 図書館の本の並べ方は、目的の本を探しやすくなっていますか。 

１ 非常に満足 ２ 満足 ３ 不満 ４ 非常に不満

１６歳以上 

・・・裏面に続く 
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 [問５] 図書館はあなたが調べ物をする際、役立ちますか。 

１ 非常に満足 ２ 満足 ３ 不満 ４ 非常に不満

 [問６] 図書館の展示や行事は、興味や関心をひくものですか。 

１ 非常に満足 ２ 満足 ３ 不満 ４ 非常に不満

 [問７] 本を借りたりする際の、職員の応対や態度、言葉づかいについてどう思われますか。 

１ 非常に満足 ２ 満足 ３ 不満 ４ 非常に不満

 [問８] 図書館の利用方法や本について質問したとき、職員の本に対する知識の豊かさや説明の分かりやすさ 

    についてどう思われますか。 

１ 非常に満足 ２ 満足 ３ 不満 ４ 非常に不満

 [問９] 次のうち、利用している図書館サービスの番号を〇で囲んでください。（利用しているものは全部） 

１
リクエスト制度（市内・市外図書館から本の取り寄せ

等）

２
返却フリー事業（市内全図書館・返却Boxどこでも貸

出本返却可能）

３
ホームページの利用者サービス（蔵書検索、予約受

付、貸出期限延長）※館内パソコン利用も含む

４
レファレンスサービス（司書による調べものサポート

（支援のみ））

５
情報検索用パソコンの館内設置（インターネット利用

可能（閲覧制限有り））

６
読み聞かせボランティアの派遣（学校、子育て支援施

設、高齢者施設等）

 [問10] 次の図書館サービスのうち、あなたが充実を望むものはどれですか。『３つ』以内でお答えください。 

１ 施設・設備の充実

２ 蔵書の充実

３ 探している本を見つけやすい本の配架

４ レファレンスサービス（資料相談・参照の充実）

５ 行事（講演会、講座、読み聞かせ等）の充実

６ インターネットサービスの充実

７ 職員の応接態度の向上

８ その他（                                ）

 [問11] 図書館についてご意見があればお聞かせください。 

＊ご協力ありがとうございました。  

利用していない理由を書いてください
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利用
りよう

した日
ひ

（   月
がつ

   日
にち

）  

＜皆
みな

様
さま

のご意
い

見
けん

をお聞
き

かせください＞ 

いつも〇〇〇図書館
としょかん

をご利用
りよう

いただきありがとうございます。図書館
としょかん

をもっとよくするために、 

アンケートにご協 力
きょうりょく

をお願
ねが

いします。

◆ とい１からとい１０までのあてはまるものの数字
す う じ

に○をつけてください。 

 [とい１] あなたについておこたえください。 

（１）ねんれい １ ０～６さい ２ ７～１２さい ３ １３～１５さい

（２）どれくらい図書館
と し ょ か ん

をつかっていますか。 

１ ほぼ毎日
まいにち

２ 週
しゅう

２回
かい

以上
いじょう

３ 週
しゅう

１回
かい

４ 月
つき

２～３回
かい

５ 月
つき

１回
かい

６ はじめて    ７ その他
た

（        ）

（３）図書館
と し ょ か ん

にはどうやって来
き

ますか。（主なもの１つだけ） 

１ 歩
ある

いて ２ 自転車
じてんしゃ

３ ＪＲ ４ モノレール

５ バス ６ 車
くるま

（乗
の

せてもらった） ７ その他
た

（        ）

（４）家
いえ

から図書館
と し ょ か ん

までは、どのくらいかかりますか。（(３)で選
えら

んだ方法
ほうほう

で） 

１ １５分
ふん

以内
い な い

２ １５～３０分
ぷん

３ ３０分
ふん

～１時間
じ か ん

４ １時間
じ か ん

以上
いじょう

（５）どこに住
す

んでいますか。 

１ 門司区
も じ く

２ 小倉北区
こ く ら き た く

３ 小倉南区
こくらみなみく

４ 若松区
わかまつく

５ 八幡東区
やはたひがしく

６ 八幡西区
や は た に し く

７ 戸畑区
と ば た く

８ その他
た

 [とい２] どんなときに図書館
と し ょ か ん

をつかいますか。（『３つ』まで） 

１ 楽
たの

しみで本
ほん

やざっしを借
か

りるときや、絵本
え ほ ん

を読
よ

んでもらいたいとき

２ わからないことや、ふしぎに思
おも

うことを調
しら

べるとき

３ 学校
がっこう

の宿題
しゅくだい

を調
しら

べるとき

４ 学習室
がくしゅうしつ

で勉強
べんきょう

したいとき

５ おはなし会
かい

や節分
せつぶん

、クリスマス会
かい

などに参加
さ ん か

するとき

６ 読
よ

みたい本
ほん

やわからないことを、図書館
としょかん

の人
ひと

に調
しら

べてもらうとき

７ その他
た

（                                    ）

 [とい３] 図書館
と し ょ か ん

にはあなたの読
よ

みたい本
ほん

はありますか。 

１ とてもたくさんある ２ たくさんある ３ あまりない ４ まったくない 

 [とい４] 図書館
と し ょ か ん

の本
ほん

の並
なら

べ方
かた

は、探
さが

している本
ほん

をみつけやすくなっていますか。 

１ とても探
さが

しやすい ２ 探
さが

しやすい ３ 探
さが

しにくい ４ とても探
さが

しにくい 

中学生
ちゅうがくせい

以下
い か

（１５歳以下） 

・・・ うらにつづく
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 [とい５] 図書館
と し ょ か ん

はあなたが調
しら

べ物
もの

をするときに、役
やく

にたちますか。 

１ とても役
やく

にたつ ２ 役
やく

にたつ ３ あまり役
やく

にたたない ４ まったく役
やく

にたたない

 [とい６] 図書館
と し ょ か ん

の展示
て ん じ

や行事
ぎょうじ

は、いいと思
おも

いますか。 

１ とてもよい ２ よい ３ わるい ４ とてもわるい

 [とい７] 本
ほん

を借
か

りたりするときの、図書館
と し ょ か ん

の人
ひと

の話
はな

し方
かた

や感
かん

じはどうですか。 

１ とてもよい ２ よい ３ わるい ４ とてもわるい

 [とい８] 図書館
と し ょ か ん

の使
つか

い方
かた

や本
ほん

についてきいたとき、図書館
と し ょ か ん

の人
ひと

は本
ほん

のことをよく知
し

っていて、 

     わかりやすくおしえてくれますか。 

１ とてもよい ２ よい ３ わるい ４ とてもわるい

 [とい９] 次
つぎ

のうち、知
し

っている図書館
としょかん

サービスの番号
ばんごう

を〇で囲
かこ

んでください。（知
し

っているものはぜんぶ） 

１ 他
ほか

の図書館
としょかん

の本
ほん

でも希望
き ぼ う

すれば、いつもの図書館
としょかん

まで取
と

り寄
よ

せてもらって借
か

りられること

２ 借
か

りた本
ほん

は、市内
し な い

のどの図書館
としょかん

・返却
へんきゃく

ボックスでも返
かえ

せること

３
図書館ホームページから、読

よ

みたい本
ほん

を調
しら

べたり、予約
よ や く

したり、返
かえ

す日
ひ

を延
のば

ばせること 

（図書館
としょかん

に置
お

いているパソコンからもできるよ）

４ 図書館
としょかん

の職員
しょくいん

さんが、調
しら

べもののお手伝
て つ だ

いをしてくれること

５ 図書館
としょかん

にはインターネットで調
しら

べものができるパソコンが置
お

いてあること（見
み

られないページもあるよ）

６ みんなの幼稚園
ようちえん

や学校
がっこう

などへ、本
ほん

好
ず

きな大人
お と な

の方
かた

が、本の読
よ

み聞
き

かせに来
き

てくれること

 [とい10] 図書館
と し ょ か ん

であなたがよくしてほしいものはどれですか。（『３つ』まで） 

１ 図書館
としょかん

のたてものや、おいてある机
つくえ

など

２ 図書館
としょかん

の本
ほん

をふやす

３ 探
さが

している本
ほん

を見
み

つけやすい本
ほん

の並
なら

べ方
かた

４ わからないことを調
しら

べるときに、そうだんにのってくれること

５ 読
よ

み聞
き

かせなどの行
ぎょう

事
じ

６ インターネットのサービス

７ 図書館
としょかん

の人
ひと

の話
はな

し方
かた

など

８ その他
た

（                                    ）

 [とい11] 図書館
と し ょ か ん

についてなにかあれば書
か

いてください。 

＊ご協 力
きょうりょく

ありがとうございました。  
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２　アンケートの集計結果の分析
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・配布枚数：2,100枚
・回収枚数：1,284枚（回収率61%）
・有効枚数：1,284枚

問１　あなた自身についてお答えください。

（１）年齢

※配布枚数：16歳以上 1,560枚、15歳以下 540枚

（２）図書館を利用する回数

（３）図書館までの主な交通機関

Ｒ２年度図書館利用者アンケート集計結果

33

109

298

638

167

11

9

19

ほぼ毎日

週2回以上

週１回

月2～3回

月1回

はじめて

その他

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700

38
216

30
6

20
86

175
154

224
332

2

0 50 100 150 200 250 300 350

0～6
7～12
13～15
16～19
20代
30代
40代
50代
60代

70歳以上
無回答

294

117

17

763

7

6

67

0

8

5

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

徒歩

自転車

バイク

自家用車

ＪＲ

モノレール

バス

タクシー

その他

無回答
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（５）図書館までの移動時間

（６）お住まいの区

問２　図書館を利用する目的についてお答えください。（３つ以内）

　回答いただいた全体数のうち、「娯楽・趣味本を借りる」を８８％の方が、「知識・考え方を学ぶ」を５６％の方
が利用目的としてあげています。
　図書館資料の利用を求めての来館者が多いことが分かります。

1,134

718

216

50

64

54

61

8

娯楽・趣味本を借りる

知識・考え方を学ぶ

課題・問題の解決

学習室で勉強

読み聞かせ等イベントに参加

利用方法のアドバイス

その他

無回答

0 200 400 600 800 1,000 1,200

715

430

110

12

3

14

15分未満

30分未満

1時間未満

1時間
30分未満

1時間
30分以上

無回答

0 100 200 300 400 500 600 700 800

212

137

248

207

140

199

118

16

7

門司区

小倉北区

小倉南区

若松区

八幡東区

八幡西区

戸畑区

市外

無回答

0 50 100 150 200 250 300
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問３～問８　利用者の満足度

①問３～問８の集計数値

②問３　希望の本があるか

③問８　職員の知識や説明はどうか

　「非常に満足」と「満足」をあわせると、展示や行事を除き、各項目の割合が８０％以上となり、概ね満足をい
ただいている様子です。特に職員の応対・接遇や本の並べ方に対しては約９０％と高い評価を得ています。

　各世代ともに、非常に満足と満足の合計値は８０％～９０％前後となっていますが、非常に満足と回答している世
代は、高齢になるにしたがって低くなっています。これは、高齢になるほど、読書に親しむ時間が多いためと考えら
れます。

　各世代ともに、非常に満足と満足の合計値は９０％前後となっていますが、非常に満足と回答している世代は、高
齢になるにしたがって低くなっています。これは、高齢になるほど、経験と知識が豊富であるためと考えられます。

424

634

209

232

252

236

701

555

811

828

926

890

21

13

112

100

80

146

3

4

3

4

9

7

135

78

149

120

17

5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

職員の知識や説明はどうか

職員の応対や接遇はどうか

展示や行事はどうか

調べ物をする際に役に立つか

本の並べ方はどうか

希望の本があるか

非常に満足 満足 不満 非常に不満 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0～6

7～12

13～15

16～19

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

総合計

非常に満足 満足 不満 非常に不満 未・不明

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0～6

7～12

13～15

16～19

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

総合計

非常に満足 満足 不満 非常に不満 未・不明
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問９　利用している図書館サービスを○で囲んでください。

問１０　図書館サービスのうち、あなたが充実を望むものはどれですか。（３つ以内）

問１１　図書館についてご意見があればお聞かせください。

① 問１１の集計数値は寄せられたご意見の件数です。

　「蔵書の充実」に加えて、「本の配架」と「施設・設備の充実」への要求が多く寄せられています。
効率的な資料の収集・提供と利用しやすい図書館が求められています。

323
897

327
64

113
139

39
56

172

0 200 400 600 800 1000

施設・設備の充実

蔵書の充実

本の配架

レファレンス

行事等

インターネットービス

職員の応接態度

その他

無回答

44

97

42

96

69

0 20 40 60 80 100 120

職員の対応

図書館サービス

施設や設備

資料の質や量

その他

781

664

556

278

429

143

636

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

本のリクエスト

返却フリー事業

HP利用者サービス

レファレンス

検索用パソコンの館内設

置

読み聞かせボランティア

無回答
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② 図書館についてのご意見の紹介

図書館についての348件のご意見が寄せられました。主な内容は以下のとおりです。

○ 職員の対応に関すること【４４件】

・言葉づかいや接客態度は良いと思う。

・いつも笑顔で優しく接してくれるので、楽しく利用させてもらっている。

・いつもはきはきと対応していただき、本を探す時も丁寧に一生懸命に対応していただいている。

・司書（職員）により、接遇態度が違う。

・マスクをしているので、もう少しはっきりとした言葉での説明が欲しい。

○ 図書館のサービスに関すること【９７件】

・本をリクエストしても数ヶ月も待たされる。

・借りた本の履歴が見れるとありがたい。

・貸出期間が短い、期間を延長（１ヶ月程度）して欲しい。

・コロナ禍で再開してもらってうれしいが、早く元通りに利用できるようにして欲しい。

・仕事帰りに利用したいので、開館時間を延長して欲しい。

○ 施設や設備に関すること【４２件】

・図書館利用者以外の駐車が多く、満車で利用できないことがある。

・階段しかない施設にはエレベーターを設置して欲しい。

・小さな子ども向けに映像設備の充実を図っていただきたい。

・いろいろなもの（設備）が壊れたままになっているので、直して欲しい。

・Wifi環境を整備して欲しい。

○ 資料の質や量に関すること【９６件】

・新刊本の充実をお願いしたい。

・DVD、CDの貸出しを充実させて欲しい。

・医療関係の専門書の充実をお願いしたい。

・人気作家の作品やシリーズものを揃えて欲しい。

・古い本は廃棄して、新しい本を増やして欲しい。

○ その他【６９件】

・コロナ禍の中、開館していただき感謝している。

・コロナ禍で休館になったが、自宅待機の時こそ図書館のあり方を考え貸し出しをすべきと思う。

・学びの場であり、憩いの場で読書好きには大変ありがたい場所である。

・本が好きなので、将来、司書になりたい。。

・図書館では気軽に利用でき、ゆったりとした気持ちで本が読みたい。
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図書館利用者アンケート集計表（合計） 令和２年度実施

館名

問1

０～６ ７～１２ １３～１５ 高校生,20歳未満 20代 30代 40代 50代 60代 70歳以上 小計 無回答 合計

38 216 30 6 20 86 175 154 224 332 1,281 2 1,283

3% 17% 2% 0% 2% 7% 14% 12% 17% 26% 100% 0% 100%

ほぼ毎日 週2回以上 週１回くらい 月2～3回 月1回以下 はじめて その他 小計 無回答 合計

33 109 298 638 167 11 9 1,265 19 1,284

3% 8% 23% 50% 13% 1% 1% 99% 1% 100%

徒歩 自転車 バイク 自家用車 ＪＲ モノレール バス タクシー その他 小計 無回答 合計

294 117 17 763 7 6 67 0 8 1,279 5 1,284

23% 9% 1% 59% 1% 0% 5% 0% 1% 100% 0% 100%

15分未満 30分未満 1時間未満 1時間30分未満1時間30分以上 小計 無回答 合計

715 430 110 12 3 1,270 14 1,284

56% 33% 9% 1% 0% 99% 1% 100%

門司区 小倉北区 小倉南区 若松区 八幡東区 八幡西区 戸畑区 市外 小計 無回答 合計

212 137 248 207 140 199 118 16 1,277 7 1,284

17% 11% 19% 16% 11% 15% 9% 1% 99.5% 1% 100.0%

問2

娯楽・趣味本
を借りる

知識・考え方
を学ぶ

課題・問題の
解決

学習室で勉強
読み聞かせ
等イベントに
参加

利用方法のア
ドバイス

その他 小計 無回答 合計

1,134 718 216 50 64 54 61 2,297 8 2,305

49.2% 31.1% 9.4% 2.2% 2.8% 2.3% 2.6% 99.7% 0.3% 100.0%

問3～問8

非常に良い 良い 悪い 非常に悪い 小計 無回答 合計

236 890 146 7 1,279 5 1,284

18% 69% 11% 1% 100% 0% 100%

252 926 80 9 1,267 17 1,284

20% 72% 6% 1% 99% 1% 100%

232 828 100 4 1,164 120 1,284

18% 64% 8% 0% 91% 9% 100%

209 811 112 3 1,135 149 1,284

16% 63% 9% 0% 88% 12% 100%

634 555 13 4 1,206 78 1,284

49% 43% 1% 0% 94% 6% 100%

424 701 21 3 1,149 135 1,284

33% 55% 2% 0% 89% 11% 100%

問9

リクエスト 返却フリー
HP利用者
サービス

レファレンス 検索用PC 読み聞かせ 小計 無回答 合計

781 664 556 278 429 143 2,851 636 3,487

22.4% 19.0% 15.9% 8.0% 12.3% 4.1% 81.8% 18.2% 100.0%

問10

施設・設備
の充実

蔵書の充実 本の配架 レファレンス 行事等
インターネット
サービス

職員の応接
態度

その他 小計 無回答 合計

323 897 327 64 113 139 39 56 1,958 172 2,130

15.2% 42.1% 15.4% 3.0% 5.3% 6.5% 1.8% 2.6% 91.9% 8.1% 100.0%

利用目的
（複数回答可）

項目

交通機関

移動時間

希望の本

13館合計

年齢

利用頻度

住所

応対接遇

知識説明

要　　　　望
（複数回答可）

展示行事

満足度

本の
並べ方

調べ物

利用している
サービス

（複数回答可）
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